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〔請願趣旨〕 

今年から、日本でも返済不要の奨学金がスタートしました。しかし、受け取れる
人は学年あたり２万人と限定され、全大学生に占める割合はわずか２％程度と、圧
倒的な大学生は利用できません。 

先進国では、もともと大学学費が安いうえ、３割程度の大学生がさらに給付型奨
学金を受けています。しかし、日本の高等教育予算は先進国の半分以下で、その結
果、高い大学学費と〝教育ローン〟と化した奨学金が若者に〝進学をあきらめるか、
バイト漬・借金漬で進学するか〟という究極の選択を押しつけています。 

日本の高等教育予算を先進国並みに引き上げれば、世界でも異常に高い大学学費
の半減と、現在奨学金を利用している人の約半数の７０万人に月３万円を支給する
給付型奨学金を実現することができます。また、貸与制奨学金の無利子切り替えや、
若者の生活を追いつめないような返済方法の改善も急務です。何より、大学学費の
値下げにふみだし、半額程度に引き下げるべきです。 
 よって以下の項目を請願します。 
 

〔請願項目〕 

１、高い大学学費の値下げにふみだし、半額程度に引き下げること 

２、少なくとも月３万円、７０万人規模の給付制奨学金を創設すること 

３、有利子奨学金を無利子に切りかえること。所得連動型返済制度の創設や減免制

度の拡充、延滞金や保証人・保証料の廃止など、若者の生活を追いつめないよう

返済方法を改善すること 
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世界一高い学費を値下げし 
返済不要の奨学金の拡大を 

大学学費負担軽減と給付制奨学金の拡大を求める署名 

世界で若者の声が、政治を動かしています。 
みんなで声を上げ、学費の値下げを！ 

学費が高すぎる！ 

2018 年度から、返済不要の奨学金がスタート

しました。しかし、受け取れる人は限られ、定数も

1 学年あたり 2 万人で、全大学生に占める比率は

わずか２％程度です。必要とする大学生が利用でき

る制度とするために、みんなで力をあわせましょ

う。先進国では３割程度の大学生が給付型奨学金を

利用しています。必要としている大学生に届く制度

にするため、規模の拡大がどうしても必要です。 

必要な学生に届く制度に 

70 万人に月３万円を 
政府対象は全学生の２％――先進国では３０％に給付 
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学費 
日本の高等教育予算は先進国平均の半分以下 

（対 GDP 比で 0.5％）です。先進国平均並み（1.2％）

に引き上げれば、私学を含め、授業料を半減にでき、

さらに70万人(奨学金利用者の約半数)に 月3万円を

支給する給付型奨学金が実現できます。 

給付制 
奨学金 


